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在来種の再生とオオキンケイギク対策

第4回木曽三川ふれあいセミナー 意見交換会 平成21年5月31日

資料－２
特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律

特定外来生物の取扱いに関する規制

・飼育、栽培、保管、運搬が原則禁止

・輸入することが原則禁止

・野外へ放つ、植える、蒔くことが禁止

・譲渡し、引渡しすることが禁止（販売含
む）

特定外来生物（植物）は、原則として
生きている「個体（個体には種子、胞
子が含まれる）」を指す。

「個体」は、種子とその他政令で定める
ものを含み、植物の場合、茎と根が
揃って生きているものを指す。
（法第2条1項）

オオキンケイギクが特定外来生物に指定（平成18年）

「オオキンケイギク植生管理実験（H18～）」は、

防除手法の開発の一環として

国土交通省 国土技術政策総合研究所

緑化生態研究室が、現地実験を実施中。

「特定外来生物による生態系等に係る被害の

防止に関する法律」に基づき

平成18年国土交通省･環境省告示第一号「特

定外来生物の防除に関する件」では

「国土交通大臣および環境大臣は,効果的か

つ効率的な防除手法、防除用具等の開発に
努め、その成果に係る情報の普及に努める
ものとする」 と明記

特定外来生物（植物）は、一般的に繁殖力が旺

盛なものが多く、在来植物の衰退原因の１つとい

われている。

特定外来生物（植物）は現時点で、12種類が指

定されている。

指定された12種類のうち、

・環境大臣が、主務大臣として防除の公示

「ミズヒマワリ」、「ボタンウキクサ」等の水草を

含む７種

・国土交通大臣が、主務大臣として防除の公示

「オオキンケイギク」、「アレチウリ」等の５種類

H10～15年 「オオキンケイギク祭り」（第1～5回） 6月頃開催
花に関するイベント、町特産品の販売

H16年 「かさだ広場フラワーフェスタ」に名称変更
H16年6月 「特定外来生物による生態系等に係わる被害の防止

に関する法律」成立。
H18年2月 オオキンケイギクが特定外来生物の二次指定を受ける。
H18年5月 各務原市では、催事中止決定

オオキンケイギクにちなんだ地域の祭りが中止に！

オオキンケイギク祭り

平成18年5月12日 中日新聞

平成18年1月27日 中日新聞
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群落名

カワラヨモギ-カワラハハコ群落

シバ-カワラサイコ群落

¯
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在来の河原植物の群落分布（河川公園）

カワラヨモギ－カワラ
ハハコ群落、シバ－
カワラサイコ群落に、
オオキンケイギクの
分布域が重なる 。

全国（河川）に広がるオオキンケイギク

• 国土交通大臣が防除の主務大臣等となった特定外来生物（植物）５
種のうち全種の生育を確認。分布が拡大している種や、すでに定着
していると考えられる種があり、これ以上分布が拡大しないよう対
策を行うことが必要

• 確認河川数は、前回調査と大きな変化はみられない。
• H19調査では、北は阿武隈川（福島県）から南は球磨川（熊本県）ま

での広い範囲で確認された。
• オオキンケイギクについては、すでに定着しているものと考えられる。

特定外来生物（植物） Ｈ１９河川水辺の国勢調査

○木曽三川

外来種は336種
特定外来種は13種

○木曽川

外来種は247種
特定外来種は10種

注：（）は近年の調査では確認されていない種

確認されている特定外来種一覧

河川水辺の国勢調査（H13～17年）に基づく

特定外来種マップ（Ｈ２０．３）

分類 種名
カダヤシ
ブルーギル
オオクチバス

底生動物 カワヒバリガイ
オオキンケイギク
アレチウリ
オオフサモ
（オオハンゴウソウ）
オオカワヂシャ
（ボタンウキクサ）

両生類 ウシガエル
ヌートリア
アライグマ

植物

哺乳類

魚類

オオキンケイギク

オオキンケイギクの進入状況 （木曽三川）

オオキンケイギクの分布調査（Ｈ２０）

• 河川の高水敷、低水敷よりも堤防法面に多く見られる。
• 繁殖力が強く、現在、各地で野生化しており、生態に悪影
響を及ぼしかねない状態。

一般に、砂礫河原では、上流からの流水により攪乱が繰り返されるため、多くの
植物にとっては過酷な環境となる。ただし、この過酷な環境に適応した在来河原
植物は、砂礫河原に比較的まばらに生育し、河原にその地域特有の景観を構
成する。
かさだ広場は、木曽川の扇状地部の末端に位置し、地表面に砂礫河原が多く
見られる、急流河川を特徴づける景観である。しかし、オオキンケイギクの進入
により、砂礫河原固有の景観が失われ、花壇のような景観が広がりつつある。
このように外来植物が優占すると、見た目にも単調な景観になり、本来の河原ら
しい景観が喪失している。

砂礫河原らしい景観の創出

効
果

河川公園で目指すべき目標とは ～かさだ広場をフィールド・スタディとして～

自然は、その場所の特性（土地独特の気候や地形）の影響を受けながら、植物
や動物などがお互いに共生し（生育・棲息）し、微妙なバランス関係を保ってい
る。

そこに、外来植物が入ってくると、今までのバランスがくずれてしまうい、植生環
境が変化し、それまで、そこに棲む昆虫、ほ乳類にも影響を与えることも考えら
れる（外来種による生態系のかく乱）。

近年、全国の河原植物は衰退の一途をたどっており、一部の種では絶滅が危
惧されるまでに至っている。河原植物の衰退を招いている主要な原因の一つと
して、外来植物の影響が挙げられている。
例えば、オオキンケイギクのように砂礫河原でも旺盛に生育する外来植物は、
これらが河川敷に生育地を広げたことにより、河原植物の生育場所が奪ってし
まう。外来種は生命力・繁殖力があるので、在来種が生育する場が無くなる。

多様な生物の棲息の場の創出

在来植物の遺伝子の保存

地域の川の特性にあった自然環境
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○上流域では、瀬と淵が連なり、砂礫河原が広がる。瀬はアユの生息場。砂礫河原はコアジサシ等の繁殖
地となっている。

○中流域では、緩やかな流れとなり、水際はワンド等の水際湿地やヤナギ林が連なる。
ワンド等の水際湿地はモロコ等の生息場となっている。

木
曽
川

長
良
川

揖
斐
川

： 中流域の砂礫河原
　アユの産卵する瀬

連続する瀬と淵

岩上植物が
生育する崖地

オオサ
ンシ

ョウ
ウオ

ケレップ水制群のワンド

ワンド等の水際湿地

キソガワフユユスリカ

下流域のヨシ原

河口域の干潟

ハリヨの生息する
湧水地帯

トンボ池

： 上流域

： 中流域

： 下流域

： 下流域から河口域

： 派川・支川等

木
曽
川

長
良
川

揖
斐
川

： 中流域の砂礫河原
　アユの産卵する瀬

連続する瀬と淵

岩上植物が
生育する崖地

オオサ
ンシ

ョウ
ウオ

ケレップ水制群のワンド

ワンド等の水際湿地

キソガワフユユスリカ

下流域のヨシ原

河口域の干潟

ハリヨの生息する
湧水地帯

トンボ池

： 上流域

： 中流域

： 下流域

： 下流域から河口域

： 派川・支川等

上流域

中流域

中流域の瀬と淵
（長良川52.6k付近。岐阜市）

砂礫河原
（長良川43k付近。岐阜市）

ワンド等の水際湿地 ケレップ水制群とワンド

木
曽
川

長良川

豊かな自然環境にはぐくまれた景観 多様な生物の棲息・生育の場

下流域

河原植物の再生（オオキンケイギク防除）の方向性

河原植物を保全し、「本来の河原らしさ」を創造するには、自然との
ふれあいを通して、自然と人間との共生をめざし、その地域にふさわ
しい自然環境を創造していくことが重要

防除技術の開発

全国どこでも、外来種が蔓延して
いる現状では、除去や草刈りのよ
うに植物個体を直接的に管理する
手法が有効である。
例えば、河川においては、その川
の特性を十分に考慮した防除技術
の開発が必要であろう。

いったん侵入した特定外来種につ
いて、国や地方自治体とともに、市
民がいっしょになって防除するよう
な「市民参加型の防除」が望まれ
る。
外来種の侵入を未然に防ぐための
知識の共有（啓蒙活動）の充実が
必要。

特定外来種対策は、地域の問題で
あり、市民や地方自治体の理解と
協力が必要。そのためには、どの
ような「河川づくり」を目指すのかと
いうコンセンサスの形成が必要。

多くの外来種については，その
生育実態は未だ十分ではない。
そこで、生態系管理の中に外来
種対策をどのように位置づけ，
具体的な管理をどう構築してい
くべきかが課題

第１の課題

河川だけでなく、道路、公園、民
地とあらゆる場所へのオオキン
ケイギクの侵入が見られる。
そのため、国、県、市の協力は
もとより、民間（市民）の協力が
不可欠。

第２の課題

近年、特定来種の影響につい
て、かつてないほど社会的な認
識が高まってきた。しかし、その
侵入予防や生態系からの排除
に対する地域のコンセンサスは
必ずしも十分に得られていない。

第３の課題

市民との協働（市民参加）
将来像の共有

（地域コンセンサス）


